
議
員

現
在
、
地
域
型
在
宅

介
護
支
援
セ
ン
タ
ー
で
は
、

寝
た
き
り
や
痴
呆
の
高
齢
者

を
介
護
し
て
い
る
家
族
、
一

人
暮
ら
し
の
高
齢
者
な
ど
か

ら
の
相
談
に
電
話
等
で
対
応

し
、
在
宅
介
護
に
関
す
る
助

言
や
必
要
な
福
祉
サ
ー
ビ
ス

が
受
け
ら
れ
る
よ
う
関
係
機

関
と
連
絡
調
整
を
行
っ
て
い

る
。
こ
の
地
域
型
在
宅
介
護

支
援
セ
ン
タ
ー
の
業
務
の
ほ

と
ん
ど
が
、
十
八
年
度
に
設

置
さ
れ
る
地
域
包
括
支
援
セ

ン
タ
ー
に
移
行
さ
れ
る
こ
と

と
な
っ
た
理
由
を
伺
い
た
い
。

保
険
年
金
・
介
護
保
険
担
当

部
長
（
以
下
、
介
護
保
険
担

当
部
長
）

地
域
型
在
宅
介

護
支
援
セ
ン
タ
ー
は
、
介
護

サ
ー
ビ
ス
事
業
を
兼
ね
て
い

る
事
業
所
が
多
く
、
公
正
・

中
立
性
の
確
保
が
難
し
い
た

め
、
地
域
介
護
の
中
核
機
関

と
し
て
の
機
能
強
化
な
ど
を

図
り
、
職
員
体
制
を
充
実
し

市
町
村
の
事
業
と
し
て
地
域

包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
を
設
置

す
る
こ
と
と
し
た
。

議
員

こ
の
地
域
包
括
支
援

セ
ン
タ
ー
の
役
割
と
基
本
的

な
考
え
方
を
聞
き
た
い
。

介
護
保
険
担
当
部
長

地
域

包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
で
は
、

介
護
予
防
事
業
計
画
や
介
護

保
険
外
の
サ
ー
ビ
ス
を
含
む
、

高
齢
者
と
家
族
に
対
す
る
総

合
的
な
相
談
・
支
援
な
ど
の

四
事
業
を
実
施
す
る
こ
と
に

な
る
。
ま
た
、
介
護
保
険
サ

ー
ビ
ス
事
業
と
は
切
り
離
し
、

介
護
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
に
徹
す

る
こ
と
を
基
本
に
考
え
、
市

町
村
に
「
地
域
包
括
支
援
セ

ン
タ
ー
運
営
協
議
会
」
を
設

置
し
て
公
正
・
中
立
な
運
営

が
可
能
と
な
る
体
制
を
整
備

し
て
い
く
も
の
で
あ
る
。

議
員

本
市
に
お
け
る
地
域

包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
の
設
置

の
考
え
方
と
設
置
数
に
つ
い

て
伺
い
た
い
。

介
護
保
険
担
当
部
長

市
民

が
日
常
生
活
を
営
ん
で
い
る

地
域
（
日
常
生
活
圏
域
）
の

地
理
的
条
件
、
人
口
等
を
総

合
的
に
勘
案
し
て
、
高
齢
者

や
家
族
が
身
近
な
と
こ
ろ
で

相
談
・
支
援
を
受
け
ら
れ
る

よ
う
、
市
内
八
か
所
に
地
域

包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
を
設
置

し
て
い
く
。

議
員

今
回
の
制
度
改
正
で
、

地
域
の
特
性
に
応
じ
た
サ
ー

ビ
ス
の
提
供
が
可
能
と
な
る

地
域
密
着
型
サ
ー
ビ
ス
が
創

設
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
が
、

「
地
域
」
の
捉
え
方
に
つ
い

て
聞
き
た
い
。

介
護
保
険
担
当
部
長

要
介

護
者
へ
の
サ
ー
ビ
ス
提
供
の

拠
点
は
日
常
生
活
圏
域
内
に

確
保
さ
れ
る
べ
き
で
あ
り
、

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
と

同
じ
圏
域
と
考
え
て
い
る
。

議
員

本
市
で
は
広
報
紙
や

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
市
民
に
さ

ま
ざ
ま
な
情
報
を
提
供
し
て

い
る
が
、
介
護
保
険
制
度
の

内
容
や
高
齢
者
向
け
の
イ
ベ

ン
ト
情
報
が
他
市
と
比
較
し

て
少
な
い
と
感
じ
て
い
る
。

来
年
度
に
設
置
さ
れ
る
地
域

包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
や
高
齢

者
が
参
加
で
き
る
行
事
な
ど

の
情
報
を
積
極
的
に
提
供
す

べ
き
で
あ
る
と
考
え
る
が
見

解
を
聞
き
た
い
。

介
護
保
険
担
当
部
長

広
報

紙
や
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
は
、
市

民
へ
の
情
報
発
信
の
貴
重
な

手
段
で
あ
る
の
で
、
今
後
も

介
護
保
険
制
度
の
内
容
や
高

齢
者
向
け
の
イ
ベ
ン
ト
情
報

な
ど
に
つ
い
て
適
宜
、
修
正

や
追
加
を
行
い
、
内
容
の
充

実
を
図
っ
て
い
き
た
い
と
考

え
て
い
る
。

議
員

近
年
、
食
生
活
を
取

り
巻
く
社
会
環
境
は
大
き
く

変
化
し
、
食
行
動
の
多
様
化

が
進
ん
で
い
る
。
今
年
七
月

に
国
民
が
生
涯
に
わ
た
り
健

全
な
心
身
を
培
い
、
豊
か
な

人
間
性
を
育
む
こ
と
を
目
的

と
し
た
食
育
基
本
法
が
施
行

さ
れ
た
。こ
の
法
律
で
は「
地

方
公
共
団
体
の
責
務
」
を
規

定
し
て
い
る
が
、
本
市
の
考

え
を
伺
い
た
い
。

健
康
福
祉
部
長

本
市
の
食

に
関
す
る
事
業
は
庁
内
六
部

九
課
に
わ
た
り
、
事
業
に
よ

っ
て
は
、
新
平
塚
市
総
合
計

画
・
改
訂
基
本
計
画
、
改
定

平
塚
市
母
子
保
健
計
画
な
ど

に
位
置
づ
け
実
施
し
て
い
る
。

し
か
し
、
食
に
関
し
て
は
小

児
の
栄
養
摂
取
の
偏
り
等
、

さ
ま
ざ
ま
な
問
題
が
起
き
て

お
り
、
食
育
基
本
法
の
基
本

理
念
に
沿
っ
て
総
合
的
、
計

画
的
に
推
進
を
図
る
こ
と
が

重
要
だ
と
認
識
し
て
い
る
。

議
員

「
食
育
」
を
推
進
す

る
た
め
に
庁
内
体
制
を
強
化

す
べ
き
と
考
え
る
が
、
見
解

を
聞
き
た
い
。

健
康
福
祉
部
長

関
係
部
課

の
連
携
強
化
を
図
り
、
食
育

推
進
の
方
針
や
基
本
事
項
を

検
討
す
る
た
め
、「
食
育
推

進
連
絡
会
議
」
を
今
年
十
月

に
立
ち
上
げ
る
予
定
で
あ
る
。

議
員

今
後
、
本
市
が
「
食

育
」
事
業
を
進
め
る
上
で
、

重
点
的
に
取
り
組
む
内
容
を

伺
い
た
い
。

健
康
福
祉
部
長

さ
ま
ざ
ま

な
経
験
を
通
し
て
「
食
」
に

関
す
る
知
識
と
「
食
」
を
選

択
す
る
力
を
習
得
し
、
健
全

な
食
生
活
を
実
践
す
る
人
間

を
育
て
る
こ
と
が
、
健
康
づ

く
り
に
つ
な
が
る
と
考
え
る
。

こ
の
こ
と
か
ら
「
食
」
に
対

す
る
関
心
を
高
め
る
こ
と
に

力
点
を
置
い
て
、
家
庭
、
学

校
、
地
域
で
の
食
育
の
推
進

を
図
っ
て
い
き
た
い
と
考
え

て
い
る
。

議
員

現
在
、作
成
中
の（
仮

称
）
次
期
平
塚
市
総
合
計
画

に
「
食
育
を
通
じ
た
ま
ち
づ

く
り
」
を
盛
り
込
む
考
え
が

あ
る
の
か
見
解
を
聞
き
た
い
。

健
康
福
祉
部
長

食
育
は
、

市
民
が
心
身
の
健
康
を
確
保

し
、
生
涯
に
わ
た
り
生
き
生

き
と
暮
ら
す
た
め
に
重
要
な

こ
と
で
あ
り
、
こ
の
こ
と
は

人
づ
く
り
や
ま
ち
づ
く
り
へ

も
つ
な
が
る
も
の
で
あ
る
。

（
仮
称
）
次
期
平
塚
市
総
合

計
画
に
盛
り
込
み
、
推
進
し

て
い
く
べ
き
内
容
と
考
え
て

い
る
。

議
員

患
者
は
重
大
疾
患
に

限
ら
ず
、
治
療
を
受
け
る
と

き
は
「
説
明
の
上
で
」
と
の

気
持
ち
が
あ
る
。
そ
の
た
め

に
は
イ
ン
フ
ォ
ー
ム
ド
・
コ

ン
セ
ン
ト
（
説
明
と
同
意
）

が
重
要
と
考
え
る
が
、
市
民

病
院
の
実
践
状
況
に
つ
い
て

聞
き
た
い
。

病
院
事
務
局
長

当
病
院
で

は
、
今
年
四
月
に
新
た
に
作

成
し
た「
平
塚
市
民
病
院『
説

明
と
同
意
の
指
針
』」
に
基

づ
き
イ
ン
フ
ォ
ー
ム
ド
・
コ

ン
セ
ン
ト
を
実
施
し
て
い

る
。
ま
た
、
追
加
作
成
し
た

「
患
者
さ
ん
中
心
の
参
加
型

医
療
を
め
ざ
し
て
」に
準
じ
、

患
者
の
自
己
決
定
権
を
保
障

す
る
た
め
、
患
者
側
と
医
療

側
双
方
で
病
気
・
治
療
に
関

す
る
情
報
の
共
有
化
を
図
り
、

患
者
と
医
療
者
の
パ
ー
ト
ナ

ー
シ
ッ
プ
の
強
化
に
努
め
て

い
る
。

議
員

重
大
疾
患
の
中
で
も

特
に
が
ん
は
命
に
か
か
わ
る

た
め
、
不
安
も
大
き
い
。
病

院
と
患
者
と
の
信
頼
関
係
づ

く
り
に
つ
い
て
伺
い
た
い
。

病
院
事
務
局
長

が
ん
患
者

の
場
合
は
、
一
般
に
「
告
知

の
問
題
」と
位
置
づ
け
ら
れ
、

当
病
院
で
は
本
人
に
伝
え
る

こ
と
を
原
則
に
、
医
師
お
よ

び
医
療
従
事
者
と
患
者
と
の

間
に
十
分
な
信
頼
関
係
が
築

か
れ
た
上
で
、「
患
者
と
医

療
者
は
対
等
」
の
理
念
の
も

と
、
患
者
と
同
じ
立
場
で
接

す
る
よ
う
心
が
け
て
い
る
。

情
報
提
供
の
充
実
望
む

議
員

介
護
保
険
制
度
が
ス

タ
ー
ト
し
て
五
年
が
経
過
し
、

介
護
保
険
法
の
見
直
し
作
業

が
進
め
ら
れ
て
き
た
。今
回
、

改
正
さ
れ
る
介
護
保
険
制
度

は
平
成
十
八
年
四
月
か
ら
実

施
さ
れ
る
が
、
現
在
、
特
別

養
護
老
人
ホ
ー
ム
等
に
入
所

し
て
い
る
高
齢
者
の
保
険
給

付
の
対
象
と
な
っ
て
い
る

「
食
費
」
や
「
居
住
費
用
」

に
つ
い
て
は
、
例
外
的
に
本

年
十
月
か
ら
原
則
と
し
て
給

付
の
対
象
外
に
な
る
。今
後
、

施
設
に
入
所
し
て
い
る
低
所

得
者
へ
の
対
応
に
つ
い
て
、

本
市
の
考
え
方
を
聞
き
た
い
。

保
険
年
金
・
介
護
保
険
担
当

部
長
（
以
下
、
介
護
保
険
担

当
部
長
）

「
食
費
」
や
「
居

住
費
用
」
の
給
付
の
見
直
し

は
、
在
宅
介
護
と
施
設
の
利

用
負
担
の
公
平
性
を
確
保
し
、

介
護
保
険
と
年
金
の
重
複
給

付
の
是
正
を
行
う
も
の
で
あ

る
。
低
所
得
者
対
策
に
つ
い

て
は
国
の
制
度
と
し
て
、
財

政
措
置
を
含
め
総
合
的
・
統

一
的
な
対
策
が
必
要
と
考
え

ら
れ
て
い
る
。
十
八
年
度
の

全
面
改
正
後
の
実
態
を
把
握

し
、
必
要
に
応
じ
て
国
に
対

応
を
要
望
し
て
い
き
た
い
と

考
え
て
い
る
。

議
員

本
市
に
は
、
今
年
十

月
開
設
の
施
設
を
含
め
、
特

別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
が
七
施

設
あ
る
。
近
年
、
特
養
ホ
ー

ム
で
は
個
室
化
が
進
み
、
個

室
・
準
個
室
と
相
部
屋
の
利

用
者
数
は
大
差
の
な
い
状
況

に
な
る
と
予
想
さ
れ
る
が
、

本
市
の
対
応
を
聞
き
た
い
。

介
護
保
険
担
当
部
長

国
は

「
個
別
ケ
ア
の
推
進
」
を
図

る
た
め
、
二
十
六
年
度
に
個

室
・
準
個
室
と
多
床
室
の
割

合
が
七
対
三
に
な
る
こ
と
を

目
標
と
し
て
い
る
が
、
一
気

に
個
室
化
さ
れ
る
わ
け
で
は

な
い
。
入
所
の
際
は
本
人
の

希
望
、
介
護
状
態
、
経
済
状

況
等
を
勘
案
し
、
十
分
な
話

し
合
い
を
行
っ
て
い
く
考
え

で
あ
る
。

家
庭
・
学
校
・
地
域
で

健
全
な
食
生
活
を

食費・居住費
自己負担分見直しへ

特
養
ホ
ー
ム
等
の
施
設

個
室
・
準
個
室
化
進
む

入
所
時
の
市
の
対
応
は

少
子
、高
齢
社
会
を
迎
え
、

地
域
住
民
が
安
全
で
安
心
な

生
活
を
送
る
上
に
お
い
て
、

地
域
に
お
け
る
医
療
環
境
の

整
備
・
充
実
が
極
め
て
重
要

な
課
題
と
な
っ
て
い
る
。

こ
う
し
た
中
に
お
い
て
、

自
治
体
病
院
は
、
地
域
医
療

の
中
核
と
し
て
、高
度
医
療
、

特
殊
医
療
、
小
児
医
療
、
夜

間
救
急
、
輪
番
制
二
次
救
急

医
療
等
多
く
の
不
採
算
部
門

を
担
い
つ
つ
、
医
療
提
供
体

制
の
確
保
と
医
療
水
準
の
向

上
に
努
め
て
い
る
と
こ
ろ
で

あ
る
。

し
か
し
な
が
ら
、
昨
年
四

月
か
ら
実
施
さ
れ
て
い
る
新

た
な
医
師
臨
床
研
修
制
度
の

必
修
化
に
伴
う
大
学
に
よ
る

医
師
の
引
き
揚
げ
や
、
医
師

の
地
域
偏
在
、
診
療
科
偏
在

等
に
よ
り
、
地
域
医
療
を
担

う
医
師
の
不
足
が
深
刻
化
し

て
い
る
。

特
に
、
小
児
科
や
産
婦
人

科
に
つ
い
て
は
、
過
酷
な
勤

務
条
件
、
医
療
訴
訟
の
多
さ

な
ど
の
要
因
に
よ
り
医
師
希

望
者
が
減
少
し
て
お
り
、
医

師
の
確
保
が
極
め
て
困
難
な

状
況
に
あ
る
。
そ
の
た
め
、

各
地
で
診
療
の
縮
小
・
休
止

や
廃
止
に
追
い
込
ま
れ
る
病

院
が
相
次
い
で
い
る
。

こ
の
よ
う
な
医
師
不
足
は

全
国
的
な
問
題
と
な
っ
て
お

り
、
各
自
治
体
は
医
師
確
保

に
向
け
て
懸
命
の
努
力
を
続

け
て
い
る
が
、
大
変
困
難
な

状
況
に
あ
り
、
地
域
医
療
の

確
保
・
継
続
が
危
ぶ
ま
れ
て

い
る
。

よ
っ
て
、
国
に
お
か
れ
て

は
、
都
道
府
県
、
大
学
、
学

会
、
医
師
会
等
と
の
連
携
の

も
と
、
早
急
に
抜
本
的
な
医

師
確
保
対
策
を
講
じ
ら
れ
る

よ
う
強
く
要
望
す
る
。

以
上
、
地
方
自
治
法
第
九

九
条
の
規
定
に
よ
り
意
見
書

を
提
出
す
る
。

平
成
十
七
年
九
月
二
十
六
日

平

塚

市

議

会

自自

治治

体体
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介護保険制度の改正
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親子で体験の地場産野菜の収穫風景

指針に基づき実践
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